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審   査   の   要   旨 
  
 本論文において著者は、視床下部領域に存在する内側視索前野、および、弓状核に内在され
るエストロゲン応答性ニューロンが雌ラットの性成熟期における性腺刺激ホルモン放出ホルモ
ンと黄体形成ホルモン分泌の亢進に重要であることを細胞生物学的な実験によって明らかにし
た。さらに著者は、このラットモデルの性成熟における生殖機能制御機構を考慮して合成した
キスペプチン誘導体が前立腺がんの再燃を抑制するための有力な候補化合物となりうることを
分子細胞生物学的、ならびに、実験動物学的な実験系を活用して立証した。本研究の成果は性
成熟における神経−ホルモン連関に立脚した独創的な前立腺がんの治療戦略を提案しており、
学術的な価値が高いと評価された。 
 令和２年１月２９日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査
及び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。
その結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（生物科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
